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企画展「水の 器｣か ら常設展 へ

水の器からひろがる世界

解

説

久保正敏
木田 歩

企画展｢水 の器｣の｢1.生 活世界 の 身近 な

器」コ一ナー で は、飲用 水 の利用 で 日常 的 に使

われる道 具 を、｢注ぐ｣｢掬 う｣｢た める｣｢運 ぶ｣
r

汲 む｣と い う身体 動作 を もとに分類 してい る。

地域 や時代 、技 術 や素材 の違 い とは別 に、器 の

形状 や容 量 を見比 べ てい る と、 器 を使 う側が 自

明 と考 えて い る適 量や 適切 な所作 に も違 いの あ

る こ とが 、容 易 に想像 で きるだろ う。本 企画 展

を通 して、 人 と水 の 関わ りを考 えなおす きっか

けが 提供 で きれ ば と考 えてい る。

 多角 的 な視 点 で人 と水 の関 わ りを見直 す ため

の きっか けは、 企画展 示場 内 にだ けあ るの では

ない。ぜ ひ、常設 展示 場 に も飛 び 出 して欲 しい。

そ こ には、飲 用水 に関 わる器 だ けで はな く、 人

と水 の 多様 な 関係 を示 す モ ノがあ る。 た とえば、

｢オ セ アニ ア｣展 示 で は浮力 を利用 した 大型 船

に迎 え られ、｢東 アジア(日 本 の文 化)｣展 示 で

は水 力 を利 用 した脱 穀機(ば った り)に 出会 え

る。飲 酒 や喫茶 の道 具、 調理 具、 洗濯用 具 、農

耕 牧畜 や漁 労 の道具 、染 色や 製紙 の用 具の他 に、

水 に関 わる宗教 的 な道具 や シ ンボル に関 わるモ

ノ な ど、枚 挙 にい とまが な い。形 は似 てい て も

用 途 が異 なっ てい た り、 用途 が 同 じで も地域 の

特 性 を反 映 して形 や素材 が異 な る例 な どに も気

づ く。 また、生 活世 界 を まる ご と再現 しよ うと

してい る民 家模 型 を子細 に見 れ ば、水 を どこか

ら、 どの よ うな道 具 で入 手 して い るの か な ど、

さまざ まな発見 が あ るだろ う。

 民 博 の常 設 展示 は、 オ セ アニ アか ら出発 し、

ア メ リカ大 陸、 ヨー ロ ッパ、 アフ リカ、 アジア

各地 を巡 って 日本 に至 る とい う地 域展 示 と、音

楽や 言語 とい う通 文化展 示 か ら構 成 され てい る。

今 まで何気 な く見過 ご して きた地 域展 示の モ ノ

た ち を、水 と人 の関 わ りとい う通 文化 的 な視点

で見 直せ ば、新 た な発見 と驚 きが あ るか もしれ

ない。 こ う して、 本企 画展 は、常 設展 の新 しい

見方 を提 案す る こ とも意図 して い る。

 常 設展示 場 の地域 展示 は、見 る人が何 らか の

テーマ に よって、 自 らで通 文化展 示 を築 き上 げ

る機 会 に もなる のだ。
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